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緒 言 
 バーンアウトに関する研究は，アメリカの精神分析

医 Freudenberger13)が，自身のクリニックのスタッフに

生じた症例を報告したことが発端である。その報告に

よると，長い間の目標への献身が認められなかった時

に，クリニックのスタッフが情緒的・身体的症状を生

じた 13)。その後，同じような症例が認められることか

ら，看護婦などの医療従事スタッフの他にも，教師や

コーチなどの対人援助専門職を中心に報告がされてき

た 4)5)。バーンアウトの精神症状として特に心理的側面

に着目すると，不安，罪悪感，感情の鈍麻などの抑う

つ状態，焦燥，他者に対する敵意，懐疑的態度などの

症状が認められている 1)。また，Maslach & Jackson6)は

バーンアウトの特徴として，情緒的・身体的消耗，個

人的成就感の喪失，離人体験の 3 因子を抽出し，バー

ンアウトの測定尺度を開発している。最近では，検証

的因子分析の手法を用いて適合度を検討した結果，必

ずしもこれらの 3 因子が独立したものとは言いきれな

い可能性も指摘されているが 7)，情緒的消耗については

バーンアウトの中核的症状であるといった主張は多く

の研究において認められている 8)。 

そして，こうした現象はスポーツ選手においてもし

ばしば認められ，これまで様々な研究がなされてきた。

土屋 9)によると，スポーツ選手におけるバーンアウトと

は極度の身体的疲弊と情緒的なエネルギーの枯渇状態

をもたらす心身の病である。バーンアウトを経験した

テニス選手の調査によると，バーンアウトの特徴は，

動機づけがなく，失望しており，憂うつで怒りっぽく，

身体のエネルギーが不足していることなどである 10)。

中込･岸 11)は面接を通して，熱中，停滞，固執，消耗と

いう順をたどるプロセスとして捉えている。中込ら 11)

は，特に競技での停滞時期から固執時期の局面の背景

でバーンアウト傾向の強い選手から，「練習は続けるべ

きだ」，「頑張らねばならない」等の不合理な信念体系

を抱いていることを明らかにし，また同時に，バーン

アウト発生に至るまでの各局面に関係する要因につい

て検討している。しかし，面接を通してバーンアウト

の発生機序がモデル化されたが，実際にどのような要

因がバーンアウトに直接関係するのかは明らかにされ

ていない。 

これらスポーツ選手の健康関連の問題を誘発する要

因の一つとして，選手が日常や競技生活で経験するス

トレッサーが注目され，わが国でも両者の関係が盛ん

に検討されている。たとえば，大学生スポーツ選手の

バーンアウトの発症や学習性無力感の形成には，「競技

成績・記録の停滞」というストレッサーを知覚するこ

とが大きな影響を及ぼすと報告されている 12)13)。また

岡ら 14)の指摘するように，競技からのドロップアウト

に関しても，選手が日常や競技生活で経験するストレ

ッサーとして直接検討されたわけではないものの，ス

トレッサーと考えられるような要因が関与すると考え

られている。このように，選手の健康関連の問題に及

ぼす日常や競技生活のストレッサーの影響に関する研

究は，青年期のスポーツ選手を対象として積極的に行

われてきた。これらの多くの研究は，ある限られた状

況における特定のストレッサー（例えば，「競技成績・

記録の停滞」）の影響のみが検討されており，スポーツ

選手が生活全般において経験すると思われるその他の

ストレッサーとの関係については，ほとんど検討が行

われていない。選手は「競技成績・記録の停滞」だけ

でなく「人間関係」や「学業との両立」などのストレ

ッサーも経験しており，ある特定のストレッサーだけ

を感じているというよりも，むしろ様々なストレッサ

ーを同時に経験していると考えられる。したがって，

選手のストレッサーを包括的に捉え，検討を行ってい

く必要がある。 

スポーツ選手における心身の健康問題は，発育期か

ら青年期の選手に至るまで幅広く見受けられている 14)。

特に大学生スポーツ選手は，プロスポーツや企業スポ

ーツと比較して周囲の健康管理体制が悪いこと，運動

選手自身の心身の健康管理に対する認識が低いことも

重なって様々な問題が頻発している 14)。大学のコーチ

は，選手たちが自分の生活に問題を抱えていること，

そして問題をカウンセラーや心理学者に相談すること

を認めず，選手自身も他人に頼ることは自分が弱い証

拠で，自分の生活をコントロールできないことを恥ず

かしく感じる 15)。こういった背景もあり，早急に何ら

かの対策を必要としているのも事実である。近年の競

技スポーツの高度化に伴うトレーニングの低年齢化，

長時間の練習、勝利志向の重視等によって，スポーツ

選手に対して競技そのものが強いストレスの原因とな

っているのが，競技場面における現状である。スポー

ツ選手にとってバーンアウトとは，競技ストレスが日

常生活にも影響を及ぼす恐れのある深刻な問題で，且

つ誰にでも発生する可能性のある問題である。Smith16)

は，バーンアウトを「慢性的なストレスへの反応」と

定義し，バーンアウトを競技ストレスへの有効な対処

ができなかった結果として捉えている。バーンアウト
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を慢性的ストレスへの反応と捉えるならば，スポーツ

選手にとって身近なものであり，誰しもがバーンアウ

ト発生につながる可能性があると考えられ，そのため

予め対策を講じることは非常に重要である。このこと

から，スポーツ選手を対象にどういったストレッサー

がバーンアウトに関係しているのか検討していくこと

は，非常に意義があるだろう。 

そこで本研究では，バーンアウトを慢性的ストレス

として捉え，大学生スポーツ選手の日常生活および競

技生活で経験しているストレッサーと，バーンアウト

の関係について検討することを目的とする。 
 

方 法 
1. 調査対象 

 体育系大学の運動部活動に所属する学生 310 名であ

った。得られた回答のうち，データに欠損のない 233

名（有効回答率 75.1%：男子 84 名，女子 149 名）を対

象とした。分析対象者の平均年齢は 20.0 歳（SD＝1.2），

平均競技継続年数は 9.3 年（SD＝3.5）であった。分析

対象者の専門種目は，サッカーやバスケットボールな

どのコンタクトスポーツ，陸上競技やテニスなどの非

コンタクトスポーツ，剣道や柔道などの武道であった。 

 

2. 手続き 

授業の担当教員，各部活動の監督およびキャプテン

もしくは最上級生 1 名に調査の趣旨および調査内容の

説明を行い，調査協力の許可を得たのち，調査を実施

した。授業単位での調査は，授業終了後に集団調査法

により調査を実施し、その場で記入済み用紙を回収し

た。各部活動単位での調査は，留置調査法により調査

を実施し，各部活動のキャプテンもしくは最上級生 1

名に調査用紙の配布および回収を依頼した。 

 
3. 調査時期 

 2008 年 11 月下旬に調査を実施した。 

 

4．調査内容 

1）日常生活および競技生活におけるストレッサー 

 日常生活および競技生活双方のストレッサーを測定

する尺度は，岡ら 14)の作成した，大学生アスリートの

日常・競技ストレッサー尺度を使用した。この測定尺

度は，大学生アスリートの生活全般を反映しており，

日常や競技生活で経験するストレッサーを総合的に評

価することが可能である 15)。この尺度は，35 項目 6 つ

の下位尺度「日常・競技生活での人間関係（8 項目）」，

「競技成績（8 項目）」，「他者からの期待・プレッシャ

ー（5 項目）」，「自己に関する内的・社会的変化（5 項

目）」，「クラブ活動内容（5 項目）」，「経済状態・学業（4

項目）」で構成されている。 

 回答方法は，すべての項目に対して過去 1 年間の経

験頻度（0：全くなかった〜3：よくあった）と嫌悪性

（0：何ともなかった〜3：非常に辛かった）を評定す

るというものであった。 

 得点の算出方法については，小学生や中学生を対象

にストレッサー尺度の開発を試みた嶋田 17)や岡安ら 18)

の知見に準拠し，各項目の経験頻度と嫌悪度を掛け合

わせた値を，その項目の得点として用いた。 
 
2）スポーツ選手のバーンアウト 

 スポーツ選手のバーンアウトを測定するために，岸

ら 19)によって作成された Athletic Burnout Inventory（以

下 ABI）を使用した。この測定尺度は，スポーツ選手

におけるバーンアウトの程度や状態の評価が可能であ

る。19 項目 4 つの下位尺度，「競技に対する情緒的消耗

感（8 項目）」，「個人的成就感の低下（5 項目）」，「チー

ムメイトとのコミュニケーションの欠如（3 項目）」，「競

技への自己投入（3 項目）」で構成されている。 

 回答方法は，各質問項目に対して，過去 1 年間その

出来事の経験頻度を 7 段階（0：ない〜6：ほぼ毎日）

で評定した。 


5．統計解析 

    統計解析ソフトは，Microsoft Office 2007 および SPSS 

15.0J for Windows を使用した。得られたデータは，ス

トレッサーとバーンアウトの関係を検討するために，

相関分析を行い，続いて，ストレッサーからバーンア

ウトへの影響を調べるために重回帰分析を行った。 

 

結 果 
 調査対象者のストレッサー尺度と ABI で得られた各

下位尺度得点一項目あたりの平均点と標準偏差につい

て表 1 に示した。ABI は 4 つの下位尺度だけでなく，

19 項目すべての合計得点も同時に分析に加えた。表 1

より，ABI の下位尺度である「個人的成就感の低下」，

ストレッサー尺度の下位尺度である「競技成績」と「自

己に関する内的・社会的変化」，「クラブ活動内容」と

「経済状態・学業」における平均点が比較的高かった。

その中でも，特に ABI の「競技成績」とストレッサー
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表表表表     各尺度の平均値および標準偏差各尺度の平均値および標準偏差各尺度の平均値および標準偏差各尺度の平均値および標準偏差

 


表表表表     大学生スポーツ選手の日常・競技ストレッサー尺度と大学生スポーツ選手の日常・競技ストレッサー尺度と大学生スポーツ選手の日常・競技ストレッサー尺度と大学生スポーツ選手の日常・競技ストレッサー尺度と  の相関分析および重回帰分析の結果の相関分析および重回帰分析の結果の相関分析および重回帰分析の結果の相関分析および重回帰分析の結果 

 

尺度の「クラブ活動内容」と「経済状態・学業」にお

いて，得点の散らばりが小さかった。 

 ストレッサーと ABI との直接的な関係を検討するた

めに，ストレッサー尺度と ABI の各下位尺度に関する

ピアソンの積率相関係数を個別に算出した(表 2)。その

結果，ABI の「総得点」および下位尺度である「競技

に対する情緒的消耗感」，「個人的成就感の低下」と，

ストレッサー下位尺度の全てに正の相関があった。ABI

の「コミュニケーションの欠如」は，「経済状態・学業」

を除くストレッサー尺度の下位尺度と正の相関関係が

認められた。ABI の「自己投入の混乱」と，ストレッ

サー尺度に関しては，「日常・競技生活での人間関係」，

「自己に関する内的・社会的変化」と「クラブ活動内

容」に正の相関が認められたものの，その他の下位尺

度とは関連が認められなかった。特に，ストレッサー

尺度の「日常・競技生活での人間関係」，「自己に関す

る内的・社会的変化」，「クラブ活動内容」と，ABI 各

下位尺度との相関が強かった。 

 次に，どのストレッサーが大学生スポーツ選手のバ

ーンアウトに影響を及ぼすのか検討するために，ABI

の 4 つの下位尺度と全体合計得点を従属変数，日常･競

技ストレッサー尺度の 6 つの下位尺度を独立変数とす

る重回帰分析を行った。表 2 に，日常・競技ストレッ

サー尺度の各下位尺度からABI の各下位尺度への重回

帰係数(R)および重決定係数(R²)，日常・競技ストレッサ

ー尺度の各下位尺度の標準偏回帰係数を示した。重決

定係数の値から，日常・競技ストレッサーの各下位尺

度の分散は，ABI の全体得点および各下位尺度の分散

の約 10－50%を説明していることが認められた。また，

重相関係数は ABI の各下位尺度において有意な値を示

した。標準偏回帰係数の値から ABI の各下位尺度にス

トレッサーが及ぼす影響を見ると，「総得点」および「競

技に対する情緒的消耗感」には，「自己に関する内的・

社会的変化」や「クラブ活動内容」が，「コミュニケー

ションの欠如」には「日常・競技生活での人間関係」，

そして僅かに「自己に関する内的・社会的変化」と「ク

ラブ活動内容」が影響を及ぼしていた。その他に関し

て，「個人的成就感の低下」は「自己に関する内的・社

会的変化」が影響を及ぼしていることが明らかとなっ

た。「自己投入の混乱」について，「自己に関する内的・

28

ABI得点

情緒的 個人的成就感 コミュニケーションの 自己投入
消耗感 の低下 欠如 の混乱

M 1 8 30 1 4 1 3 

SD 1 3 1 4 1 4 1 3 

日常・競技ストレッサー尺度

人間関係 競技成績 期待・ 自己に関する内的・ クラブ活動 経済状態

プレッシャー 社会的変化 内容 学業

M 1 4 29 1 6 26 2 1 24 

SD 1 5 20 2 1 23 20 1 7 

AB1得点

競技に対する 個人的成就感 コミュニケーション
自己投入の混乱

情緒的消耗感 の低下 の欠如

R(Rう 70(48)** 35(10)** 46(20)** 31(07)** 

日常・競技生活 -13* 12 25** 05 

での人間関係 (31)** (26)** (40)** (14)* 

競技成績
-22** -03 -08 -27*＊ 

(18)** (19)** (17)* (-09) 

他者プからの 08 -05 08 07 

期待・ レッシャー (31)** (13)* (28)** (11) 

自己に関する 37** 28** 19* 20* 

内的・社会的変化 (46)** (33)** (34)** (13)* 

クラブ活動内容
58** .00 16* 18* 

(65)** (18)** (32)** (18)** 

経済状態・学業
.02 .08 -10 -10 

(32)** (18)** (13) (00) 

数値は標準偏回帰係数、カッコ内は単相関 *P< 05 **P< 01 
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社会的変化」と「クラブ活動内容」の影響が認められ

るが，標準偏回帰係数の値から見ると，僅かであった。

以上から，ストレッサー尺度の「自己に関する内的・

社会的変化」は，ABI すべての下位尺度に影響を与え

ていた。また「クラブ活動内容」も，「個人的成就感の

低下」を除く ABI の下位尺度に影響を与えていること

が認められ，特に「競技に対する情緒的消耗感」へ最

も強く影響を与えていることが示された。したがって，

スポーツ選手のバーンアウトには「自己に関する内

的・社会的変化」および「クラブ活動」のストレッサ

ーが大きく影響を与えていることが明らかになった。 

 「日常・競技生活での人間関係」から「競技に対す

る情緒的消耗感」，「競技成績」から「総得点」，「競技

に対する情緒的消耗感」および「自己投入の混乱」に

おいて，相関係数と標準偏回帰係数の符号の逆転が見

られた。このときの多重共線性を調べるための分散拡

大要因(以下, VIF)および強度(Rj2)の値は，それぞれ「日

常・競技生活での人間関係」から「競技に対する情緒

的消耗感」(VIF=1.8, Rj2=.57)，「競技成績」から「総得

点」(VIF=1.7, Rj2=.59)，「競技に対する情緒的消耗感」

(VIF=1.7, Rj2=.59)および「自己投入の混乱」(VIF=1.7, 

Rj2=.59) を示しており，VIF の値が 10 よりもはるかに

低いことと，許容度の値が 1から離れていることから，

多重共線性である可能性は低いと考えられる 20)。 

以上の結果を基に，日常・競技ストレッサーから ABI

への標準偏回帰係数の強さを矢印の太さで模式的に示

したものが図 1 である。 

 

考 察 

本研究の目的は、大学生スポーツ選手の日常生活お

よび競技生活で経験しているストレッサーとバーンア

ウトの関係について検討することであった。 

相関分析を行った結果，ABI の各下位尺度である「競

技に対する情緒的消耗感」と「個人的成就感の低下」

が，ストレッサー尺度の全ての下位尺度との間に正の

相関が認められた。また，「コミュニケーションの欠如」

はストレッサー尺度の下位尺度である「経済状態・学

業」を除く全ての下位尺度と正の相関があり，ABI の

下位尺度である「競技への自己投入の混乱」とストレ

ッサー尺度の下位尺度である「自己に関する内的・社

会的変化」と「クラブ活動内容」に正の相関が認めら

れた。このことから，大学生スポーツ選手の日常・競

技生活におけるストレッサーとバーンアウトとの関係

が認められた。これは Smith16)の研究で見出されたよう

に，バーンアウトを慢性的ストレスとして捉えること

が可能であると考えられる。つまり，競技場面のスト

レッサーのみがバーンアウトと関係しているのではな

く，日常場面のストレッサーもバーンアウトと関係し

ていることが示唆された。 

 続いて，日常・競技ストレッサーからバーンアウト

への影響を検討するために重回帰分析を行った。その

結果，大学生スポーツ選手はある特定のストレッサー

を高く評価すると，慢性的ストレスへとつながること

が認められた。例えば，「日常・競技生活での人間関係」，

「競技成績」，「自己に関する内的・社会的変化」およ

び「クラブ活動内容」のストレッサーを評価すること

によって，「競技に対する情緒的消耗感」に影響するこ

とが認められた。その中でも特に，「自己に関する内

的・社会的変化」から，すべての ABI の下位尺度に対

してパスが確認された。この下位尺度には，競技継続

に対する自信や意欲および自分自身の適正や将来の職

業に関する項目が含まれている。このストレッサーを

高く評価することによって，競技場面での満足感が得

られなくなると同時にネガティブな感情を経験するの

ではないかと考えられる。また，調査対象者は体育系

の部活動に所属していたということもあり，個人の抱

えている競技志向性や自分自身の適正と周囲の環境が

合致せず，自分自身の将来や適正について考えること

が選手のストレスに強く関わっていることが明らかに

なった。すなわち，入部当初やかつて抱えていた目標

と現在の自分自身の適正や志向性，さらに将来の自分

の職業について考えることが，選手にとって大きなス

トレスとなる可能性があると考えられる。 

 次に，「クラブ活動内容」，「日常・競技生活の人間関

係」および「競技成績」もまた，バーンアウトと非常
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に関係があることが認められた。日々の練習での努力

が周囲のメンバーに認められない，周囲に相談できる

友人や仲間がいないと感じることによって，情緒的消

耗感の経験や周囲の人と上手くコミュニケーションが

円滑に行われなくなるのではないかと考えられる。青

木 21)は，運動部活動を退部した理由として「人間関係

のあつれき」が最も大きな退部理由であると報告して

いる。また，競技場面のメンタルヘルスと組織風土に

関する研究では，部の方針に従い，個人のことよりも

まず組織のことを優先させるように求めている雰囲気

を感じている選手は，疲労やストレスを上手くコント

ロールできないことが報告されている 22)。このような

背景もあり，変化のない練習の継続や発言の自由がき

かないといった周囲との人間関係や所属する組織の風

土もあいまって，結果としてコミュニケーションがと

れなくなっていくのではないだろうか。また，バーン

アウト発症には，疎通性の欠如したチーム状況が関係

していることも言われており 23)，選手が自分ひとりで

ふさぎ込まないよう周囲のサポートや管理体制が必要

となるだろう。 

 本研究の結果で，「期待・プレッシャー」および「経

済状態・学業」は ABI の各下位尺度と有意な相関関係

は認められたものの，パスは確認されなかった。調査

対象者は競技継続年数が長く，競技を続ける中で，多

くの重大な局面に直面してきたと考えられる。したが

って，周囲からの期待やプレッシャーを感じるものの，

そのこと自体はこれまでの競技生活ですでに経験して

おり，選手にとっては対処可能であるため，慢性的な

ストレスとして表出しなかったのではないかと考えら

れる。また，多くの学生が奨学金や親の援助，もしく

はアルバイトが許される環境下にあったことや，学業

について大きな局面に遭遇しなかったため，直接バー

ンアウトへ影響しなかった可能性がある。 

 本研究を通して，大学生スポーツ選手が日常・競技

生活においていかにストレスにさらされており，その

ストレスがバーンアウトに影響を与えていることが明

らかとなった。このことから，選手のストレスマネジ

メント教育やカウンセリングを行う際には，競技場面

でのストレッサーだけでなく，選手の日常場面のスト

レッサーにも対処していくことが必要であると考えら

れる。これまで，競技場面のみに焦点をあてたバーン

アウトに関する実践研究が報告されている。多くの先

行研究で取り上げられており，バーンアウトの症状が

進行するにつれて、対処する事は困難を極めるだろう。

したがって、早期段階での選手のサポートもしくはバ

ーンアウトの予防教育が重要な役割を担う。 

本研究で得られた知見は，大学生スポーツ選手のス

トレスとバーンアウトの関係を明らかにしていく上で

極めて有益であり，大学生スポーツ選手を対象とした

ストレスマネジメント教育やスポーツカウンセリング

への一助となるだろう。しかしながら，本研究では大

学生スポーツ選手という包括的な捉え方であったため，

さらに詳細な研究を進めていくことによって、今後の

研究やスポーツ選手のサポート現場に貢献できると考

えられる。 
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